


結論の要約
地球温暖化のより広範な検出と帰属の問題には、次のような重
要な課題が残されていることが明らかになった。
(1)世界の陸地の気温データには、都市化バイアスが依然として
大きな問題である。
(2)文献にある多くのTSI時系列のうち、どれが（もしあるとす
れば）過去のTSIの正確な推定値なのかがまだ不明である。
(3)1850年以降の温暖化が、ほとんど人為的なものなのか、ほと
んど自然なものなのか、あるいは何らかの組み合わせなのか、
科学界はまだ確信を持って確定できる状況にない。
これらの科学的課題をどのように解決するかについての提案が
なされている。















太
陽
総
放
射
量

TS
I（

W
 m

-2
）

西暦年

Low-variabilityモデル
High-variabilityモデル
ACRIMデータセット

図4 1700年～2004年のLow-variabilityモデル（Kopp and Lean, 2011）とHigh-variabilityモデル（Hoyt and Schatten, 1993の補正値）による
太陽総放射量（TSI）の推定結果とACRIMデータセットによる観測値の経年変化（Scafetta and Willson, 2014）。



以下は予備
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(a) 田舎のみ・Low-variability（TSI寄与率：15-27%） (c) 田舎のみ・High-variability（TSI寄与率：95-98%）

(b) 田舎+都市・Low-variability（TSI寄与率：21-22%） (d) 田舎+都市・High-variability（TSI寄与率：71-81%）

図5(a, c)1800年～2014年における北半球の田舎のみの観測地点および(b, d)全観測地点（田舎・都市両方）の年平均気温の観測結果と
Low-variabilityモデル・High-variabilityモデルによる太陽総放射量（TSI）の計算結果の時系列変化（Connolly et al., 2021）。TSIの計算結果は
最小二乗法により気温観測値にフィッティングすることで縦軸のスケールを合わせている。






